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新たな市場を求める新しい農業政策を提起した。2005 年 3 月に食料・農業・農村政策推進
本部は「21 世紀新農政の推進について―攻めの農政への転換―」を決定した。その中では，
高品質で安全・安心な農林水産物・食品輸出促進が謳われた。それを受けて農林水産省は





















析した。この内容が第 2 章である。第 2 に，中国から日本へのインバウンド観光に対応し
た中国系旅行会社について，その団体食レストランの使用リストと団体ツアーの旅程表を用
いるとともに，団体観光客に対して食事に関するアンケート調査を行い，中国人団体パッケ























































 「第 1章 日本と中国との食をめぐる関係」では，日本にとって，中国は農産物・食品の
輸出額上位の国であり，日本企業の海外拠点数が国別で最も多く，人的交流も緊密であるな
ど，中国は日本にとって重要なパートナーであることを示した。 
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審 査 報 告 概 要 
 
中国は経済成長が著しく，日本産の農産物や食品の輸出市場として有望である。本論文は，
そのような状況のなかで，中国人消費者の日本の食の消費を取り上げ，どのようなものが受
容されているのかを明らかにし，異文化で販売促進するための重要な論点を考察した。北京
市の販売店での売上伝票による調査と消費者購買意向調査および訪日観光客の日本滞在中
の食事の調査を行い，具体的に詳細なデータを収集した。その分析から，日本の食や食品及
び食文化に対する中国側と日本側の認識の相違や，外国の食品に対して地域暗黙知がみられ
ないことを明らかにするとともに，国際的な商業活動を行う際の商習慣の相違やインバウン
ド旅行会社の影響力など，今後の日本食品の輸出拡大に対して示唆に富む指摘を行った。本
論文のオリジナリティは十分あり，高い学術的価値を有していると判断できる。よって，審
査員一同は，博士（農業経済学）の学位を授与する価値があると判断した。 
